
「ヨコハマ砂の彫刻展」が横浜市中区本町の特設会場で開催されている。会場には鳥取砂丘から運んだ約１３００㌧の砂
を使い、日本・中国・韓国の世界遺産や歴史的建造物に彫り上げた砂像が並ぶ。１１月３日まで。
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「
節
目
」の
年
が
や
っ
て
く
る

視
描点
点

　
「
周
年
も
の
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

関
係
者
は
に
ぎ
や
か
に
記
念
行
事
を
行

い
、
記
者
は
記
事
を
書
く
。〝
大
物
〟

で
は
来
年
は
「
戦
後
70
年
」
が
控
え
て

い
る
、
と
い
え
ば
大
体
は
分
か
っ
て
い

た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
。

　

関
東
大
震
災
か
ら
90
年
だ
っ
た
昨

年
、
各
メ
デ
ィ
ア
は
防
災
特
集
に
力
を

入
れ
た
。
今
年
は
第
１
次
世
界
大
戦
か

ら
１
０
０
年
。
身
近
な
話
題
な
ら
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
東
海
道
新
幹
線
は

50
年
、
ビ
キ
ニ
で
の
第
五
福
竜
丸
事
件

と
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
第
１
作
公
開
か
ら

は
60
年
…
と
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。

　

周
年
と
は
便
利
な
言
葉
で
、
特
に
展

覧
会
も
の
で
は
「
な
ぜ
今
、
こ
の
話
題

を
（
取
り
上
げ
る
の
か
）」
と
い
う
問

い
に
「
生
誕
（
没
後
）
△
周
年
で
す
か

ら
」
と
返
さ
れ
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
振
り

返
る
べ
き
時
期
な
の
か
、
と
納
得
し
て

し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
う
振
り
返
る

か
が
大
切
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

わ
が
文
化
部
の
守
備
範
囲
で
い
う

と
、
今
年
の
神
奈
川
は
か
な
り
の
〝
当

た
り
年
〟
で
、
い
わ
ゆ
る
ハ
コ
モ
ノ
の

節
目
が
相
次
ぐ
。
県
立
音
楽
堂
が
60
歳

（
１
９
５
４
年
11
月
４
日
開
館
）、
神
奈

川
近
代
文
学
館
が
30
歳
（
84
年
10
月
14

日
開
館
）、
ち
ょ
っ
と
ず
れ
る
が
75
年

１
月
17
日
開
館
で
来
年
40
歳
の
県
民

ホ
ー
ル
も
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
＆
開
館
40

周
年
」
を
掲
げ
て
秋
か
ら
記
念
事
業
を

展
開
。
３
年
に
１
度
の
現
代
ア
ー
ト
の

祭
典
「
ヨ
コ
ハ
マ
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

と
重
な
っ
た
た
め
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

は
行
わ
な
い
が
横
浜
美
術
館
も
四
半
世

紀
を
迎
え
る
（
89
年
11
月
３
日
開
館
）。

　

こ
れ
ら
の
「
節
目
」
に
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
そ
こ
に
あ
る
施
設
の
存
在
意

義
を
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る
。
い
ま
や

ネ
ッ
ト
経
由
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
コ

ン
テ
ン
ツ
が
入
手
で
き
る
が
、
音
楽
堂

も
文
学
館
も
県
民
ホ
ー
ル
も
当
時
、

人
々
の
期
待
を
背
負
い
「
文
化
に
触
れ

る
場
」
と
し
て
歩
み
だ
し
た
の
だ
。

　

先
日
見
る
機
会
の
あ
っ
た
音
楽
堂
の

建
築
現
場
の
資
料
映
像
で
は
、
多
く
の

作
業
が
人
の
手
で
行
わ
れ
て
い
て
、

び
っ
く
り
し
た
。
県
民
ホ
ー
ル
は
記
念

事
業
の
最
初
の
演
目
に
マ
ー
ラ
ー
の

「
千
人
の
交
響
曲
」
を
選
ん
だ
。〝
県
民

大
規
模
合
唱
〟
と
称
し
て
、
一
般
公
募

を
含
め
５
０
０
人
近
く
が
歌
声
を
響
か

せ
る
。
練
習
を
見
学
し
た
が
、
生
身
の

迫
力
に
圧
倒
さ
れ
た
。
機
械
化
・
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
む
今
も
、
文
化
芸
術
活
動

の
原
動
力
は
、
一
人
一
人
が
思
い
、
感

動
し
、
発
信
す
る
力
な
の
だ
ろ
う
。

　

温
故
知
新
。「
周
年
も
の
」
を
単
な

る
「
回
顧
」
も
の
に
し
て
し
ま
う
か
、

あ
る
い
は
現
在
の
問
題
に
続
く
「
旬
の

話
題
」
と
し
て
切
り
取
れ
る
か
。
そ
う

考
え
る
と
、
結
構
手
強
い
。
さ
あ
、「
節

目
」
の
年
が
や
っ
て
く
る
。

（
神
奈
川
新
聞
社
文
化
部
長
　

青
木
　
幸
恵
）
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女
性
の
社
会
進
出
が
さ
け
ば
れ
て
久

し
い
が
、い
ま
か
ら
80
年
余
り
も
ま
え
、

日
経
新
聞
に
女
性
雑
誌
の
広
告
が
掲
載

さ
れ
た
。

　

日
本
経
済
新
聞
と
い
え
ば
、
な
ん
と

な
く
経
営
者
や
企
業
の
幹
部
候
補
生
が

読
ん
で
い
る
と
感
じ
る
。
と
い
う
こ
と

は
案
内
広
告
、
な
か
で
も
求
人
や
求
職

な
ど
縁
遠
い
の
で
は
と
（
ボ
ク
だ
け
か

な
）。
た
し
か
に
日
経
の
社
史
に
も
、

そ
の
広
告
掲
載
が
伸
び
た
の
は
１
９
８

０
年
代
後
半
と
あ
る
。
さ
ら
に
90
年
は

86
年
に
対
し
て
、
案
内
広
告
が
４
・
12

倍
。
人
材
広
告
が
３
・
62
倍
も
増
加
、

重
要
な
広
告
収
入
に
な
っ
た
と
。
急
速

な
増
加
は
、
案
内
広
告
は
不
動
産
の
仲

介
・
ゴ
ル
フ
場
の
会
員
権
や
中
小
企
業

の
成
長
と
分
析
す
る
。人
材
の
ほ
う
は
、

国
際
化
や
自
由
化
・
情
報
化
に
よ
っ
て
、

企
業
の
中
途
採
用
が
活
発
に
な
っ
た

と
。
ど
ち
ら
の
広
告
も
も
は
や
3
行
で

は
な
く
、

大
型
に

な
っ
た
。

10
段
も
あ

れ
ば
全

ペ
ー
ジ
も

あ
る
。

　

そ
ん
な

日
経
新
聞

の
前
身
で

あ
る
「
中

外
商
業
新

報
」
に
、

１
９
３
１
（
昭
和
６
）年
９
月
、図
が
掲

載
さ
れ
た
。
雑
誌
《
婦
人
公
論
》、付
録

の
「
全
国
婦
人
職
業
案
内
」を
強
調
し

て
い
る
。説
明
は
こ
う
だ
。「
い
つ
か
必

ず
、あ
な
た
の
役
に
立
つ
！　

こ
れ
は

い
ま
だ
か
つ
て
、ど
こ
で
も
企
て
た
こ

と
の
な
い
、素
晴
ら
し
い
大
付
録
で
す
。

職
業
に
つ
い
て
ゐ
る
人
も
、
こ
れ
か
ら

職
業
に
つ
く
人
も
、
あ
る
ひ
は
ま
っ
た

く
、
職
に
つ
か
な
い
人
で
さ
へ
も
、
万

一
の
場
合
に
備
え
て
ぜ
ひ
お
求
め
置
き

下
さ
い
！
」。

そ
し
て
下
関
地

方
、呉
地
方
、丸

亀
地
方
、宇
都

宮
地
方
、水
戸

地
方
、弘
前
地

方
と
ユ
ニ
ー
ク

な
地
域
分
別
で

各
地
の
企
業
名

を
列
記
し
、さ

ら
に
「
婦
人
副

業
案
内
」ま
で

つ
け
て
い
る
。

　

お
よ
そ
女
性
読
者
が
少
な
い
だ
ろ
う

と
感
じ
る
、
経
済
専
門
紙
に
出
稿
し
た

広
告
主
・
中
央
公
論
社
の
見
識
の
高
さ
。

は
た
し
て
こ
の
広
告
が
雑
誌
の
売
上
げ

に
、
ど
う
結
び
つ
い
た
か
知
ら
な
い
。

だ
け
ど
健
全
な
男
性
読
者
は
新
聞
を
持

ち
か
え
り
、
ム
ス
メ
の
進
路
を
家
族
と

と
も
に
考
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
記
事

の
満
州
事
変
の
勃
発
、
け
ん
の
ん
な
日

本
の
こ
し
方
も
ひ
と
し
き
り
話
題
に

な
っ
た
だ
ろ
う
。

　

日
経
新
聞
に
つ
い
て
。１
８
７
６（
明

治
９
）
年
、
三
井
物
産
の
益
田
孝（
三

井
財
閥
の
成
長
に
尽
力
）
に
よ
っ
て
、

「
中
外
物
価
新
報
」（
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
の

週
刊
紙
）
を
創
刊
。
８
２
年
、
三
井
物

産
か
ら
離
別
。
８
９
（
明
治
22
）
年
、

日
刊
紙
「
中
外
商
業
新
報
」
と
改
称
。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
日
本
の
資
本

主
義
の
興
隆
と
と
も
に
、
経
済
専
門
紙

の
地
位
を
確
立
し
た
。太
平
洋
戦
争
中
、

新
聞
統
合
に
よ
っ
て「
日
刊
工
業
新
聞
」

「
経
済
時
事
新
報
」
を
吸
収
合
併
。「
日

本
産
業
経
済
」
と
改
題
。
戦
後
に
な
っ

て
、
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
、「
日

本
経
済
新
聞
」
に
改
称
し
た
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）「
全
国
婦
人
職
業
案
内
」
＝
１
９

３
１
（
昭
和
６
）
年
9
月
20
日
、
中
外

商
業
新
報
掲
載

女
性
の
職
場
特
集

宮
野
　
力
哉

い
ま
こ
そ
広
告
す
べ
き
④

広
告

談
珍

− 　 −12


